
授業科目 精神障害作業療法学実習

［担当教員名】

長谷川利夫 ・岡村太郎
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【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

精神障害の疾患あるいは障害の特性を理解しそれぞれの疾患・障害に対する作業療法について学ぶ。

［＜学習目標＞又は＜行動目標： SB0>】

1精神障害を対象にする作業療法の形態について述べることができる

2精神障害の回復過程にそった作業療法の役割と他職穏等との連携について述ぺることができる

3作業療法の対象となる精神障害の疾患・障害特性、並びに疾患・障害特性の応じた作業療法の目的・ブログラムなどが述べられる

回

数 授業計画又は学習の主題

1作業療法の形態：個人・集団作業療法とプログラム

2作業療法実施領域と施設など

3統合失調症の亜急性期における作業療法

4統合失調症の回復期における作業療法

5統合失調症の維持期における作業療法

6躁うつ病に伴う障害と作業療法

1神経症性障害に伴う障害と作業療法

8人格障害に伴う障害と作業療法

9アルコール依存症に伴う障害と作業療法

toてんかんに伴う障害と作業療法

11成人精神発達遅滞に伴う障害と作業療法

12児童の精神障害と作業療法

13認知症にともなう障害と作業療法

14まとめ

SBO 

番号学習方法・学習課題又は備考・担当教員

1担当：長谷川利夫

1担当：長谷川利夫

2担当：長谷川利夫

2担当：長谷川利夫

2担当：長谷川利夫

3担当：長谷川利夫

3担当：長谷川利夫

3担当：長谷川利夫

3担当：長谷川利夫

3担当：岡村

3担当：長谷川利夫

3担当：長谷川利夫

3担当：長谷川利夫

担当：長谷川利夫

【使用図書】

教科書

参考書

く書名＞ ＜著者名＞

精神障害 富岡昭子

ICF国際生活機能分類

ICD-10「精神・行動の障害」マニュアル 中根允文

DSM-IV-TR精神疾患の分類と診断の手引 高橋三郎

く発行所＞

協同医書出版

中央法規

医学書院

医学書院

く発行年・価格•その他＞

2000 

2002 3500円

1994 

2002.4 

その他の資料

【評価方法】

期末テスト・出席・レポートにより評価

【屈修上の留意点】
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